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災
害
時
に
大
き
な
力
を
発
揮
す
る
「
自
主
防
災
会
」
を
紹
介

し
ま
す
。

災
害
に
備
え
る
た
め
に
、
市
の
支
援
制
度
を
ご
活
用
く
だ

さい。

自
主
院
災
会
と
は

自
主
防
災
組
織
と
は
、
住
民
一
人
ひ
と
り

が
「
自
ら
の
命
は
自
ら
守
る
」
そ
し
て
「
自
ら

の
地
域
は
自
ら
守
る
」
と
い
う
考
え
方
に

た
っ
て
、
自
主
的
に
防
災
活
動
を
行
う
組

織
の
こ
と
で
す
。

う
に
、
地
域
内
の
安
全
点
検
や
住
民
へ
の
防

災
知
識
の
普
及
・
啓
発
、
防
災
訓
練
の
実
施

な
ど
、
被
害
に
対
す
る
備
え
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
情

報
を
収
集
し
て
住
民
に
迅
速
に
伝
え
、
初
期

消
火
活
動
、
被
害
者
の
救
出
・
救
助
、
避
難

誘
導
や
避
難
所
の
運
営
と
い
っ
た
活
動
を
行

い
ま
す
。

防
災
資
器
材
の
整
備
補
助
金
馴
鹿

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
行
政

を
は
じ
め
各
防
災
関
係
機
関
は
、
全
力
を
挙

げ
て
防
災
活
動
を
行
い
ま
す
が
、
通
信
網
の

不
通
、
交
通
障
害
の
発
生
な
ど
の
悪
条
件
が

重
な
る
と
そ
の
力
は
分
散
を
余
儀
な
く
さ
れ

ます。自
主
防
災
会
と
は
、
こ
の
よ
う
な
事
態
に

直
面
し
た
場
合
、
災
害
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め

に
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
協
力
し
て
、
消
火
活

動
、
救
出
救
護
活
動
、
避
難
誘
導
活
動
な
ど

を
行
う
組
織
で
す
。

菓
自
主
防
災
会
の
役
割

平
時
に
は
、
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た

時
に
、
地
域
住
民
が
的
確
に
行
動
で
き
る
よ

市
で
は
、
自
主
防
災
組
織
が
自
ら
整
備
す

る
防
災
費
機
材
に
対
し
予
算
の
範
囲
内
に
お

い
て
、
対
象
経
費
の
2
分
の
1
の
額
（
そ
の
額

が
1
0
万
円
を
超
え
る
時
は
1
0
万
円
ま
で
）
を
補

助
す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

防
災
資
器
材

○
消
火
器
　
○
テ
ン
ト
　
○
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

O
バ
ー
ル
　
○
ジ
ャ
ッ
キ
　
○
ス
コ
ッ
プ

○
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
　
○
非
常
用
食
料
な
ど

申
込
・
間
合
先

行
政
管
理
課
　
法
制
・
安
全
室

災
組
織
に
つ
い
て
」
や
「
地
震
災
害
に
備
え
て
」

と
い
う
講
座
が
あ
り
ま
す
。
積
極
的
に
ご
活

用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
講
座
の
メ
一
一
ユ
ー
は

相
談
に
応
じ
ま
す
。

対
　
象
　
1
0
名
以
上
の
団
体

申
込
方
法

学
び
の
ま
ち
づ
く
り
課
、
各
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
申
込
用
紙
が
あ
り
ま
す

の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

申
込
・
間
合
先

学
び
の
ま
ち
づ
く
り
課
　
生
涯
学
習
担
当

普
通
救
命
講
習
会

院
災
士
資
格
取
得
促
進
助
成
金
馴
鹿

市
で
は
、
日
本
防
災
士
機
構
が
実
施
す
る

防
災
士
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
に
対

し
て
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
対
象
経
費

（
上
限
を
6
万
円
）
を
補
助
す
る
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。

申
込
・
間
合
先

行
政
管
理
課
　
法
制
・
安
全
室

ふ
れ
あ
い
講
座
を
き
活
用
く
だ
さ
い

「
ふ
れ
あ
い
講
座
」
（
6
月
号
広
報
掲
載
）
と

は
、
市
の
職
員
が
自
ら
身
に
つ
け
た
仕
事
の

内
容
に
つ
い
て
、
出
前
で
講
義
を
行
う
こ
と

です。こ
の
「
ふ
れ
あ
い
講
座
」
の
中
に
、
「
自
主
防

市
消
防
署
で
は
、
救
急
車
が
到
着
す
る
ま

で
の
わ
ず
か
な
時
間
に
、
そ
の
場
に
居
合
わ

せ
た
方
が
適
切
な
応
急
手
当
が
で
き
る
よ
う
、

講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

日
　
程
　
毎
月
第
3
月
曜
日

※
祝
日
の
場
合
は
、
そ
の
翌
日
に
行
い
ま
す
。

対
　
象
　
市
内
在
住
ま
た
は
市
内
に
勤
務
・

通
学
し
て
い
る
中
学
生
以
上
の
方

定
　
員
　
3
0
名

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

費
　
用
　
無
料

そ
の
他
　
遅
刻
や
早
退
を
す
る
と
修
了
証
は

交
付
で
き
ま
せ
ん
。
当
日
は
、
動
き
や
す
い

服
装
で
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
間
合
先

消
防
防
災
課
　
警
防
担
当


